
　5　 貸与奨学金の選考基準
　人物・学力の推薦基準を満たしている奨学金申込者を在学校が推薦します。機構では家計を含めた審査・選考を行い、奨

学生として採用します。

（1）学力基準

第は又金学奨種一第に既、かほの合場む込し申に時同を金学奨種二第び及金学奨種一第、はていつに準基力学の与貸用併※

二種奨学金の貸与を受けており、追加で第一種奨学金又は第二種奨学金を申し込む場合も適用されます。

ジーペ６はていつに分区の程課※ 1 を参照してください。

（2）家計基準 （単位：万円）

ジーペ６はていつに分区の程課※ 1 を参照してください。

［参考］給与所得控除（配偶者のみ）

年間収入金額（控除前） 控除額

400万円以下の場合 年間収入額×0.2＋214万円

（ただし、年間収入金額が268万円未満の控除額は年間収入金額と同額である）

400万円を超え781万円以下の場合 年間収入額×0.3＋174万円

781万円を超える場合 408万円

（注１）第一種奨学金については、収入基準額を超えていても採用される場合がありますので、学校に確認してください。

又金学奨種一第に既、かほの合場む込し申に時同を金学奨種二第び及金学奨種一第、はていつに準基計家の与貸用併）２注（

は第二種奨学金の貸与を受けており、追加で第一種奨学金又は第二種奨学金を申し込む場合も適用されます。

、はていつに額金入収）３注（ 27～30ページ「 4 収入に関する証明書類及び「【用紙②】収入計算書」の作成」をご覧

ください。

、はに）トッネラカス（面画込申金学奨、でのすまし算計で構機に際の考選、はていつに除控の得所与給の者偶配）４注（

必ず控除前の年間収入金額を入力してください。
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区分 「第一種奨学金のみ」又は「併用貸与」 「第二種奨学金のみ」

　大学等・大学院における成績が特に優れ、

将来、研究能力又は高度の専門性を要する

職業等に必要な高度の能力を備えて活動す

ることができると認められること。

①又は②のいずれかに該当すること。

究研、来将、れ優が績成るけおに院学大・等学大　①

能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高度

の能力を備えて活動することができると認められる

こと。

に実確を業学、りあが欲意に修学るけおに院学大　②

修了できる見込みがあると認められること。

　大学・大学院における成績が特に優れ、

将来、研究者として自立して研究活動を行

い、又はその他の高度に専門的な業務に従

事するに必要な高度の研究能力を備えて活

動することができると認められること。

①又は②のいずれかに該当すること。

者究研、来将、れ優が績成るけおに院学大・学大　①

として自立して研究活動を行い、又はその他の高度

に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力

を備えて活動することができると認められること。

に実確を業学、りあが欲意に修学るけおに院学大　②

修了できる見込みがあると認められること。

奨学金の種類

第一種奨学金

第二種奨学金

併用貸与

修士課程相当

299（注１）

536

284

博士課程相当

340（注１）

718

299

　本人及び配偶者（配偶者は定職収入がある場合のみ）の2023年分（１月～ 12月）の収入金額が、該当の収入基準額以

下であることが必要です。なお、配偶者が給与所得者の場合は、配偶者のみ下表の［参考］給与所得控除をしたうえで、

本人の収入金額と合算します。


